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もうすぐ春ですね

長い長い雪の季節も、やっと終わりが見えてきましたね。
さて、早いものでなないろも2年目を迎えます。
今回は常設委員会「利用者年収向上プロジェクト」の紹介と
2021年度の新任職員から「1年目から2年目に向けて」を
テーマに寄稿してもらいましたので、ご紹介いたします。

自閉症者地域生活支援センターなないろ

常設委員会ニュース

なないろでは常設委員会として部署を横断し
て５つのプロジェクトを置いています。

① 利用者年収向上プロジェクト
② 画期的個別支援計画プロジェクト
③ おしゃれな生活プロジェクト
④ 地域一番の支援力＆人権意識プロジェクト
⑤ 環境・衛生ハイクオリティプロジェクト

活動内容は随時お知らせしていきます。

今号では「利用者年収向上プロジェクト」を紹
介します（次ページをご覧ください）。

毎年4月2日は、国連の定めた世界自閉症啓発デー

世界自閉症啓発デーは、国際連合（国連）が毎年4月2日に
定めた、自閉症への啓発を目的とした記念日です。
また、4月2日から8日までは発達障害啓発週間です。

※発達障害啓発週間
関係団体とともに、4月2日の世界自閉症啓発デーの制定
を機に、4月2日からの一週間（4月2日から8日まで）を、国
内における「発達障害啓発週間」とし、発達障害について、広
く国民の皆さまに知っていただくことにより、発達障害のあ
る人とその家族への理解と支援の輪が広がるよう、国及び地
方公共団体とも連携し、全国各地の発達障害のある人やその
家族や支援者の皆様に呼びかけ、各種のイベントが展開され
ています。
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自閉症者地域生活支援センターなないろ

今回は「利用者年収向上プロジェクト」を紹介します

早いものでなないろ開所から１年が経とうとしています。年
収向上プロジェクトの１年目の活動をご紹介いたします。

【漬物袋】
あるば（法人内就労移行支援事業）で行っているものの一部
をなないろ利用者で行いました。工程としては①たたむ、②
入れる、③閉じる、④10個1セットにする、⑤箱に入れる、⑥
箱をテープで止める があります。実際に使っている物品でア
セスメントを行い、現在は④～⑥の作業をなないろで行って
います。始めたころよりスピードも上がり、活動風景がすっか
り板についています！

【札幌市の公園清掃（2022年度分）】
札幌市から委託されて行う公園清掃の申し込みを行いまし
た。近くの公園の偵察をしてどのような環境かリサーチしまし
た。また、説明会にも参加して利用者さんが活動できそうなこ
とを確認しました。残念ながら抽選に外れたため来年度は行
えませんが、2023年度分に応募し、活動の場を広げていけ
たらと考えています。

行った活動は少ないですが、漬物袋活動が利用者さんに定
着したことは大きな収穫でした。来年度は漬物袋活動をでき
る利用者さんを増やしたり、新規の活動をおこなったりした
いと考えています。少しずつできることを増やして利用者さ
んの生活がより良いものになればいいと思います。

生活介護2階にある食堂の一角を区画整理をして漬物
袋の作業をするスペースにしています

次年度以降も応募チャレンジは続く…
活動・活躍の場を広げられるよう頑張ります♪
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自閉症者地域生活支援センターなないろ

テーマ １年目から２年目へ向けて

ゆいからなないろへの移行
をはじめ、貴重な経験ばかり
の一年目を過ごす事ができ
ました。2年目も先輩方や後

輩から多くのことを吸収して、
お仕事や私生活ともに充実
した1年を過ごせるように頑
張りたいです。庭田恒輝

社会人1年目は移行という
貴重な経験だらけの１年目
で毎日が新鮮なことばかり
でした。たくさんのことを
１年目ながらに吸収できた
ように思います。２年目も
沢山吸収しながら更に人と
しても成長できるよう、頑
張りたいと思います。

松浦 彩乃

私の社会人1年目は想像していた
社会人と違うスタートとなりました。
優しい先輩、気遣いが上手な先輩
ばかりで学生の頃に感じていた
「不安」等が一気になくなりました。
2年目からは「後輩」 ができます。
おそらく「不安」を抱えて入社して
くるはずです。そこで今まで自分が
先輩方から教わった「気遣いの心」を
忘れずに後輩や同期、先輩と
関わっていきたいです。

井上 紫絵

学生時代にバイトなどの経験も
無い中でいきなり社会人として
働き始めて１年。振り返ると
あっという間な感じがする反面、
１年前の自分と比べると出来る
事が増えたなと感じます。それ
もこれも先輩方が優しく聞き、
教えてくれたからだと思います。
２年目でもまだまだ新たな経験
はきっとあると思いますし、ま
た１年後振り返った時に成長し
たなと振り返れるような１年に
したいです。 吉田 弦生

2021年度の新任職員からの寄稿を紹介いたします


